










なか むら きみ とし
氏名・(本籍) 中 村 公 {愛
学位の種類 医 Aす主二与 博 士
学位記番号 第 949 1 τEヨ3 
学位授与の日付 平成 3 年 2 月 4 日












定されておらず，従ってその眼合併症への関与も不明であった。乙の研究の目的は SiO および FSiO' 中
に存在すると考えられている上記不純物を同定，除去し，更に乙の精製したオイルを用いて乳化実験を行
い， SiO' および FSiO の眼内における乳化並びに白濁化と，不純物との関連を究明する乙とであるo
【方法】
ガスクロマトグラフィー( 35ぢ SP-2250 カラム，水素炎イオン化検出器)にて， 種々の純度のSiO
および FSiO製品を分析し， その中に存在する低分子量シロキサンの同定を行った。 更に，連続式油







また， SiO および FSiO の自然乳化現象を観る目的で， これらのオイルを蒸留水と共にガラス容器内
に静置し約 1 ヶ月に亘って観察した。
【成績】
分析を行ったすべての，SiO および FSiO 製品中に， 直鎖状もしくは環状の低分子量シロキサンが検出
された。低粘度の SiO およびFSiO 製品は高粘度の製品に比して低分子量シロキサンの含有量が少なく，
また医療用 SiOは，工業用の SiO に比して一般的~ë:，低分子量シロキサンの含有量が少ない傾向を示し
た。連続式油脂抽出装置を用いた約 2-3 週間の溶剤抽出により， SiO およびFSiO 中の低分子量シロ
キサンはガスクロマトグラフィーの検出限度以下となった。
SiOおよびFSiO と眼内液との聞の界面張力は， 20 dyne/cm以下と低値を示したが，低分子量シロ
キサンの除去によってその値は，ほとんど変化しなかった。また，蛋白質溶液による SjOおよびFSjO
の機械的乳化も，低分子量シロキサンの除去によって抑制されなかった。
高粘度 SiOを蒸留水と共に静置すると，約 1 週間後から顕著になる白濁を認めたが，乙れは油中水滴
型のエマノレジョンである乙とが顕微鏡的に観察された。溶剤抽出を行う際に認められたアセトンのアルド
ール縮合，あるいはガスクロマトグラフィ一等により，高粘度の Si 0 ~ë:はテトラメチルアンモニウムシロ
キサノレート(合成触媒)および酸化トリブチノレフォスブイン(合成触媒の熱分解産物)がそれぞれ残存
する可能性が示唆された。乙れらの高粘度 SiOを活性炭で処理するとその白濁化は抑制されたが， 活性
炭処理により精製した SiO に，テトラメチルアンモニウムシロキサノレート， もしくは酸化トリブチノレ
フォス 7 ィンをそれぞれ加えることにより SiOの白濁化現象は再現された。
【総括】
眼内に用いられている S10 およびFSiO製品中に， その眼合併症との関連が推測されている低分子量
シロキサンおよび合成触媒が不純物として存在している事をみいだし，乙れらを除去するのに有効な精製
法を確立した。 また，乙れらの不純物と SiO およびFSiOの乳化現象との関連を検討し低分子量シ
ロキサンの除去によっては SiO およびFSiOの乳化は防げ得ない乙とがわかったが，合成触媒は精製し
た SiO を自然乳化により白濁させるので， 眼内における SiOの白濁化にも残存する合成触媒が関与し
ている可能性が示唆された。
論文審査の結果の要旨
シリコンオイルおよびフルオロシリコンオイルは，難治性網膜剥離を治療するために硝子体腔内に注入
されて用いられるが，その際に生じてくるオイルの乳化現象が，眼合併症の原因として問題となっている。
本研究は，シリコンオイノレおよびフルオロシリコンオイル中の不純物で、ある低分子量シロキサンおよび
残存触媒の測定法および精製法を新たに開発して乳化実験を行い，今まで不明であったオイル中の不純物
と乳化現象との関連を明らかにしたもので，学位論文に値すると考えられる。
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